










法を活用して、1 回 90 分、6 回コースを実践し、実践結果を振り返りながら、標準的学習プ
ログラムを作成した。（2）効果検証は、EQ 簡易質問を用いて、教育介入群、コントロール
群の両方に、介入前、介入終了直後、終了後 3 か月後の 3 回実施した。コーチング群 20 人、




















化を行った。単語種別数 4158 語で 4 分類、18 カテゴリーに分けられた。以下は分類とカテ



















布状況と原虫の保有状況調査を Koforidua 周辺と Takoradi 周辺で行った結果、いずれの場所
でもツェツェバエの 20-50％程度が家畜に感染するタイプの原虫のみを保有していた。一方、










長期間効果の検討を行った。対象は、若年者の女性 37 名と高齢者の男性 1 名、女性 12 名で
ある。唾液採取は吐唾法で行い、1 回の採取時間は 3 分間、採取回数は、安静時、マッサー
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